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。



衆
議
院
議
員
田
嶋
要
君
提
出
社
会
福
祉
法
第
二
条
第
三
項
第
八
号
の
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
が
な
さ
れ
た
同
法
第
二

条
第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
施
設
（
以
下
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日

現
在
、
全
国
で
三
百
六
十
九
か
所
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
三
百
六
十
九
か
所
の
無
料
低
額
宿
泊
所
に
お
け
る
入
所
者
数
は
、
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
現
在
、

約
一
万
二
千
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
者
の
数
及
び
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
年
間
の
生
活
保

護
費
の
額
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
近
隣
の
住
民
と
の
間
で
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
社
会
福
祉
法
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
生
計
困
難
者
の
た
め
に
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
宿
泊
所
を
利
用
さ
せ
る
事
業
を
行
う
施
設
の
設

備
及
び
運
営
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
付
け
社
援
発
第
〇
七
三
一
〇
〇
八
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局

一



長
通
知
。
以
下
「
局
長
通
知
」
と
い
う
。
）
の
別
紙
「
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
、
運
営
等
に
関
す
る
指
針
」
（
以
下
「
運

営
等
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
近
隣
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
こ
と
を
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
置
に

当
た
っ
て
の
指
針
と
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

無
料
低
額
宿
泊
所
が
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
れ
ば
、
同
法
上
問
題
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

運
営
等
指
針
に
お
い
て
は
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の
居
室
使
用
料
に
つ
い
て
、
�
居
室
使
用
料
は
、
無
料
又
は
低
額
で
あ
る

こ
と
と
し
、
使
用
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
は
、
当
該
使
用
料
に
見
合
っ
た
居
住
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
、
�
�
の
「
低
額
」

と
は
、
近
隣
の
同
種
の
住
宅
に
比
べ
て
、
低
額
な
金
額
で
あ
る
こ
と
、
�
敷
金
・
礼
金
に
よ
る
負
担
を
求
め
な
い
こ
と
、
と

し
て
お
り
、
居
室
使
用
料
が
無
料
又
は
低
額
で
あ
る
か
ど
う
か
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
総
合
的
に

判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
お
い
て
は
、
保
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
者
に
対
し
て
保

二



護
を
行
う
べ
き
者
は
、
同
法
第
十
九
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
当
該
保
護
を
行
う
べ
き
者
が
保
護
を
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
東
京
都
が
発
表
し
た
資
料
に
お
い
て
は
、
平
成
十
二
年
二
月
に
お
い
て
五
千
五
百
二
十
一
人
で
あ
っ
た
東
京
都

内
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
数
は
、
�
平
成
十
二
年
度
か
ら
都
区
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
の
十
施
設
が
平
成

十
七
年
八
月
に
完
成
し
た
こ
と
、
�
平
成
十
六
年
九
月
か
ら
地
域
生
活
移
行
支
援
事
業
を
開
始
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
借
上
げ

住
居
に
移
行
し
た
こ
と
、
�
景
気
回
復
に
よ
り
、
東
京
都
の
有
効
求
人
倍
率
が
向
上
し
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
り
、
平
成
十
九

年
一
月
に
お
い
て
は
三
千
四
百
二
人
に
減
少
し
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
が
社
会
福
祉
法
第
七
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
当
に
営
利
を
図
っ
た
場
合
に
該
当
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
例
ご
と
に
、
同
法
第
三
条
、
第
五
条
等
の
規
定
に
照
ら
し
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

三



局
長
通
知
及
び
運
営
等
指
針
に
お
け
る
「
自
立
の
支
援
」
又
は
「
自
立
支
援
」
と
は
、
社
会
福
祉
法
第
三
条
に
規
定
す
る

「
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
利

用
者
の
利
用
期
間
が
長
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
無
料
低
額
宿
泊
所
を
経
営
す
る
事
業
者
が
自
立
支
援
に
努
め
て
い
な
い
と

は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
局
長
通
知
に
お
い
て
、
各
自
治
体
の
留
意
事
項
と
し
て
、
無
料
低
額
宿
泊
所
に
対
し
て
必
要
な

調
査
等
を
実
施
し
、
環
境
改
善
を
働
き
か
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
無
料
低
額
宿
泊
所
に
起
居
す
る
被
保
護
者
に
つ
い
て
生

活
実
態
の
把
握
や
自
立
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
等
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
無
料
低
額
宿
泊
所
の
適
切

な
運
営
を
図
る
た
め
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四


